
２６００地区インターアクト活動について 

 

２６００地区インターアクト小委員会 委員長 小池晃（信州友愛RC所属） 

 

１ 現状の教育より 

 

急速に変化し続ける現代社会では、予測困難なことが

多く起こります。そのため答えがないことを探し続ける能

力 「みんな違ってみんないい」 そんな社会の実現のため

に教育が必要であると思います。 

 

 

今までも社会背景に対応して、必要な資質・能力について

提示されてきました。 

 これからの日本や地域社会で活躍する生徒を育成する

ためにも、従来の資質能力に加え、創造力も求められる時

代を迎えます。 

そのためにも資質・能力を育成する様々なプログラムが

必要なのです。 

 

 これは日経ビジネスに掲載された、「2040年稼げる

職業」です。とくに社会課題に向き合うために、創造力を

必要とする仕事が多くなっています。今回の学習指導要

領で求められている資質能力や探究的な学び、学びを人

生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性」そ

のものこそ、生徒に身に着けてほしい資質・能力であり、

これからもしっかり育成していきたと思います。 

 

 

1990年に 18歳以下だった学生が、2025年に

は、社会の中核をなしている。 この世代が今の親世代

であり、子供たちの価値観のベースを作っている。（影響

を受けている） 

青少年奉仕活動では、青少年にアプローチするだけで

なく、親世代も一緒に活動したり、共感してもらえる活動

により、ロータリーへのイメージ向上や会員増強の一員

となりうる。 

また、地方ではより少子高齢化が進んでおり、ロータリークラブの合併や消滅、義務教育学校の統廃合・高校

の統廃合が進んでいる。 奉仕の理想を持った青少年の育成は、地方にとって急務であると考えます。 

 

社会と学校教育のこれまでとこれから

    

 世  時    社会が 題に

  世 を生き く「 かな学力」の育成

    

 ス ート  ン社会 来 経 、 らしが変化

 育成を 指す資質・能力を まえた教育へ

    

  ロ  で まった予測困難な時代

 変化を受け め 来を創る力の育成へ

  の状 にも対応できる思考力・  力・ 現力を
 めとする資質・能力の育成

日本の社会背景と学校教育は めに



 

２ インターアクトとは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

３ 地区インターアクト委員会の役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このように、委員会活動とともに、小規模クラブが独自に活動できないこともあるため、当地区インターア

クト委員会では、夏合宿と冬合宿を通して、生徒たちの交流会と活動を学ぶ研修を継続しています。 

また、クラブアドバイザーである顧 教師との連絡会を開催し、提唱クラブおよび顧 教師との意思疎通に

も地区が大きく関与しています。本来ならば地区委員会は、提唱クラブや各校インターアクトクラブのサポー

ト役に徹することが、セオリーであるが、全体の活動底上げやクラブ間の交流を大切にするために、大きく関

与している。今後は、各インターアクトクラブが自立できるように、応援していく次のステップに移行していき

たい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ロータリアンとインターアクターは、相互に切磋琢磨し、お互いを高められるパート ーとなることが理想

である。これからの日本を担う若者を育てるには、経験豊富なロータリアンの背中や言行が重要です。今後

もお力をお貸しいただきたい。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ますます価値観が多様化する高校生を中心としたZ世代について、私たちは価値観が多様化し、変化し

ていることに大きく感 ていただくことが重要です。それは若手の社員の皆さんにも言えるかもしれませ

ん。インターアクターや青少年奉仕活動の活発なクラブの皆さんは実感していると思います。ぜひ一度、青少

年にかかわる研修や危機管理意識について、アップデートしていただければ幸いです。 

  

４ ２６００地区インターアクトの活動について紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 是非、上記のHPを訪 してみてください。生徒たちの活動の様子がわかるかと思います。 

 これら情報発信については、桑澤一郎PDGが地区インターアクト委員長として活躍されていた頃に、

Facebook を めとした SNSにおいて活動を世 に発信してきました。このHPは、現当地区地区幹事

飯沼 吾 前インターアクト委員長のお力によるものです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５ 最後に 

 

 

 

 

２６００地区のロータリアンの皆様には多大なるご支援を頂いていることに感謝申し上げます。 

あづみ野RCの故 木 PDGが、青少年育成基金を創設され、当時高校生であった私には、「好きなこと

を思いっきりやりなさい。やってみないとわからないから、まずは何でもやってみよう」と声掛け頂き、現在

に至ります。誰に何をどのタイミングでお話いただくことの重要性を身をもって学びました。 

 皆様のご経験と見識を、極上の刺激として、日本や地域を背負って立つ若者に託しませんか？ 

 さらなるご協力をよろしくお願いいたします。 


